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■「心地よさ」の正体を探る

人の顔に水玉模様を配した画像を見ると、

なんとなく違和感を覚えます。人によっては「気

持ち悪い」と感じることもあります。このような

画像の加工が「ハスコラ」。ハスの切り口のよ

うな水玉模様を使ったコラージュのことです。

ハスコラに限らず、ブツブツ模様やしま模様

など特定のパターンを苦手に感じたり、逆に強

く惹かれてしまう、つまりある種の「敏感さ」をも

つ人は結構いるものです。そういった模様がモ

チーフの芸術作品もたくさんあり、気持ち悪さ

を感じながらも美しいと思って鑑賞することもし

ばしばです。一方で、横断歩道を渡れないほど

しま模様を不快に感じたり、陽の光やネオンサ

インが眩しすぎて外出できない、という人もいま

す。そうなると、日々の暮らし自体が困難になり

ますから、これは単に、人間の感覚は不思議な

もの、では済ませられない問題です。

心地よさや美しさに対する感性は、経験や

知識によって培われる側面があるため、個人

差が大きいものですが、違和感や苦手意識

は、誰もが共通して感じる感覚であるにもかか

わらず、言葉で説明しにくいものです。目で見た

もの、視覚情報に対して心地よさ・気持ち悪さ

を感じるメカニズムを、脳科学や心理学、さらに

は空間デザインなど、様々な方向から解明しよ

うとする研究プロジェクトが進んでいます。

■「気持ち悪さ」の定量化

ハスコラ画像に対する気持ち悪さの原因

は何でしょうか。それが水玉模様にあるとすれ

ば、水玉の数や大きさによって、気持ち悪さの

程度が変化するはずです。気持ち悪さは、不

快に感じた時間の長さや、心拍数などで定量

化したり、基準となる気持ち悪さを設定し、そ

れと比べた感じ方の強さで測ることもできま

す。このような、気持ちの変化を数値的に理

解しようとするのが、心理物理学のアプロー

チです。

そうして実験してみると、同じ面積でも水玉

がたくさんあるほど、気持ち悪さが増すことが

わかりました。また、顔に水玉模様をはりつけ

た画像では、上下を逆さにすると、それほど気

持ち悪さを感じなくなることも発見しました。

その理由として、二つの仮説が考えられま

す。一つは、水玉の大きさや密度に対して、

脳が何らかの規則性に基づいて反応してい

る、つまり脳の機能として、そのような感じ方

がプログラムされているということ。もう一つ

は、生物としての防衛反応のようなものです。

人の顔にあるブツブツ模様は、感染症などの

病気を想起させるため、本能的・経験的に避

けようとする行動につながりますが、上下が逆

になると、人の顔として認知しにくくなり不快

感も減る、という理屈です。ここでは、水玉が

「生存上の危険」という意味を持つことになり

ます。

■脳波から「敏感さ」を読み取る

脳のある部分を損傷すると、人の顔や文字

などがわからなくなることがあります。特定の形

や光に対して極端な快・不快を感じるのも、脳

内の情報処理になんらかの過剰な反応があ

り、それが「敏感さ」を左右すると捉えることが

できます。

この敏感さには、生まれつき持っている部分

と、訓練によって獲得する部分があります。例え

ば先述の、しま模様や光が苦手な症状は、片頭

痛を持っている女性に多く、片頭痛も遺伝してい

る傾向があります。この場合は、生まれつきの敏

感さと考えられます。一方で、芸術などの創作活

動をする人は、次第に細部にまでこだわるように

なり、ちょっとした違いがとても気になったりします。

これは訓練により得た敏感さといえるでしょう。

ところが、こういった敏感さに苦しんでいる人

の脳波を調べてみても、明らかな異変は見られ

ません。本人はとても辛そうにしているので、劇

的な違いがありそうなものですが、脳波を目で

見ただけでは特に異常は見つかりません。視

覚情報を取り込み、それを脳が処理し、感覚と

して現れるまでのプロセスは、極めて微弱なも

のなのかもしれませんし、意外な部位で反応が

起こっていることもあり得ます。まだまだ研究の

余地がありそうです。

■敏感と鈍感の間

研究を始めたきっかけは、視覚から得た情報

を私たちはどのように理解しているか、という根

本的な疑問でした。そこには、いろいろなタイプ

の敏感さを訴える患者さんに出会った臨床体

験もありました。心理学を起点に、気持ち悪さ

や美しさを感じる仕組みや、文字情報がよりよ

く伝わるパッケージデザインなどへと、研究テー

マは広がっています。

ハスコラを気持ち悪いと感じる人は比較的

多いとはいえ、何とも思わない人ももちろんい

ます。光の眩しさを著しく辛いと感じる人でも、

他の刺激にはほとんど反応しないことも珍しく

ありません。その時の精神状態や周囲の環

境によっても、感じ方は変わります。また、気

持ち悪さと心地よさは必ずしも相対するもの

ではなく、いわゆる「キモかわいい」のような、

中間的な感覚も確かに存在することがわかっ

ています。敏感さと鈍感さは共存しており、

別々に捉えるのは難しい。この分野の研究に

はそのような複雑さ・難しさがあり、それが面白い

とも言えます。

■ユニバーサルデザインの先へ

敏感さの違いは、他人には理解し難いもの

ですし、障害としても認められにくいのが現状で

す。大多数の人にとってはなんでもない情報や

環境が、一部の人を苦しめているというとき、み

んなが同じ空間で過ごすための工夫は可能な

のでしょうか。

例えば、光に敏感な人のために、空間全体

の明るさを落とすと、今度は視力の弱い人が困

ります。かといって、空間を分けてしまうのも適

切ではないでしょう。苦手な刺激を取り除くより

も、好きな刺激を積極的に提供する方が、当事

者にとってはハッピーかもしれません。心地よさ

の基準は人それぞれ。障害のある人と共に暮

らす社会に向けて、ユニバーサルデザインとい

う考え方が広がっていますが、そこに敏感さも

共生できるようにするには、これまでの概念を

越えた空間デザインや、個別の対応策の在り

方を考えることも重要です。

敏感さや気持ち悪さを生じるメカニズムを科

学的に解明し、薬やリハビリなどによる治療方

法を見つけること、現に困っている人への支援

を検討すること、どちらも研究成果を社会に還

元する道。様々な分野が協働し、両者を並行し

て進めていかなくてはなりません。異分野融合

研究の結晶が、誰もが心地よく過ごせる環境

を導いてくれるはずです。

聴
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INTERVIEW

脳と心とデザインと
人それぞれの「心地よさ」を解き明かす

特定の形や模様、光に対して、「心地よい」あるいは「気持ち悪い」と感じることがあります。

しかし、それは万人に共通の感覚ではありません。自分の感じ方が他の人とは違う、という経験は

誰にでもあるはず。好みやセンスの問題だと片付けてしまいがちですが、感じ方の違いが大きく

なると、日常生活に支障をきたすケースも出てきます。視覚情報を理解するメカニズムを探り、

いろいろな「心地よさ」が共生できるような空間づくりを目指します。
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PROFILE

早稲田大学大学院文学研究科修士課程心理学専攻を
修了後、ボストン大学（Boston University）心理学部博士
課程修了。Ph.D.（心理学）。ハーバード大学医学部付属
マサチューセッツ総合病院ＮＭＲセンター研究員、日本
学術振興会特別研究員（PD）、昭和大学医学部神経内科
普通研究生、千葉大学大学院工学研究科助教・准教授等
を経て、2017年4月より現職。心理物理学と呼ばれる感覚
を定量的に測定する手法を、デザインやリハビリに応用
する研究を進めている。

こやましんいち

HEADLINE

聴
T S U K U  C O M M

INTERVIEW

住環境要因への落とし込み住みやすい住環境の提案と検証

神経心理学的な要因分析

Phase2Phase3

Phase1

知覚要因
（視覚・聴覚・体性感覚）

トライポフォビア

認知症患者
脳損傷患者

自閉症
スペクトラム

片頭痛・光過敏性
てんかん患者

住みづらさ
（デザイン）

快適なデザイン　　人的環境配慮
採光や音環境への配慮　　物理的配慮

生きづらさ
（家族・コミュニティ）

社会的環境
（情動・表情）

認知要因
（言語・視空間）

敏感さ（過敏性）

日本学術振興会　
先導的人文学・社会科学研究推進事業（領域開拓プログラム）
脳機能亢進の神経心理学によって推進する「共生」人文社会科学の開拓

このプロジェクトでは3つのフェーズを循環することによって
研究を推進している。フェーズ1では若年者と認知症／脳損傷
患者を対象に、各種敏感さを引き起こす要因の特定と、脳が
敏感に反応するメカニズムの解明を行なう。フェーズ２では
日常生活において敏感さが引き起こす問題について、フェーズ
１の成果に基づいて分析する。フェーズ３ではフェーズ２の
成果に基づいて、敏感な人もそうでない人も住みやすい住環境
の提案と検証を行なう。



プロのラグビー選手というのは、どんな生活

を送っているのでしょうか。

パナソニック ワイルドナイツの他に、サンウル

ブズという国際リーグ（スーパーラグビー）の

チームにも所属しています。ラグビーは冬のス

ポーツなので、国内では、１～2月にシーズンが

終わると、少しオフがあって、春にはまた体力ト

レーニングをして、というサイクルです。でも、

スーパーラグビーは南半球のリーグなので、日

本と南半球で半年ずつ、常にプレーしている

感じです。代表選手としては、6月と11月に試

合があるので、その時期はそちらに集中してい

ます。

それぞれ、メンバーも練習の仕方も違います

し、試合が続くと痛いところなども出てきますか

ら、体のコンディショニングは重要です。膝の手

術を受けましたが、幸い、うまく回復しています。

今年は日本でワールドカップが開催されるの

で、みんなが応援してくれるのがとてもうれしい

です。前回のワールドカップで、だいぶ注目され

るようにはなりましたが、ラグビーは本当におも

しろい競技なので、もっと多くの人に触れてもら

える機会があるといいですね。

高校時代からラグビー選手として注目されて

いましたが、筑波大では体育専門学群では

なく、情報学群に入学しましたね。進学先は

どのように選んだのですか。

ラグビーでの進学のオファーもいただいてい

たのですが、医学部に行くことしか考えていな

かったので、国立大学で医学部があってラグ

ビーが強いところということで、迷わず筑波大を

選びました。筑波大には高校の先輩もいて、楽

しそうな大学だという印象もありました。でも医

学部は受験に失敗してしまって、すでに一浪し

ていたので、他大学の医学部に行くか、浪人す

るか、ラグビーを取るか、の選択になった時に、

やっぱり筑波大でラグビーをやりたくて、医学

部以外で何か将来に活かせることを学ぼうと

思いました。今の時代はどの分野でもコン

ピュータの技術が必要で、この先、医学の道に

進んだ時にも、その知識をしっかり学んでおくこ

とが役に立つと思って、情報学群に進学した

んです。スポーツでもいろいろな場面でITが使

われていますしね。

学生時代は、どんなふうに競技と学業を両立

させていたのでしょうか。

部活との両立はそれほど大変でもありません

でしたが、代表選手になってからは、なかなか授

業には出られない時期もありました。でも、単位

がしっかり取れるように、試験の時などは友人

たちが協力してくれました。苦労しましたけど、卒

論もちゃんと仕上げることができました。

つくばは田舎ですが、それも含めて楽しく過

ごしました。みんなでボーリングに行ったり、馴

染みの定食屋さんなんかも応援してくれたり、

遊びも含めて良い記憶ばかりです。

ラグビー部は体育会系なのにとても自由で、

組織の完成度というよりも、個々の選手の魅

力が際立っていて、それが試合にも生かされて

いたと思います。ラグビーという競技自体、あま

り上下関係のない風土なんですけど、1年の時

から試合に出たり、代表選手に選ばれたりして

も、みんなずっと変わらない態度で接してくれま

した。自分はキャプテンというキャラでもないし、

純粋にラグビーを楽しめる場所でした。

ここまでラグビーを極めた上で、やはり医師を

目指すというのは、かなり強い決意ですね。

ラグビーはあと2年でやめようと決めていま

す。年齢的にも、キャリアの切り替えができるギ

リギリのところですしね。パナソニックに入った

時も、最初からその条件でした。でも、終わりを

決めているからこそ頑張れるという面もありま

す。後悔しないように、自分にできることをやり

きりたいと思います。みんなの記憶に残るよう

な選手になれればいいんですけど。

父や祖父など家族に医師がたくさんいたこと

もあって、自然と子供の頃から医師に憧れてい

ました。医師になるように強制されたことは全く

なくて、好きなことをやっていく中で、自分の意

思で決めました。いまだにそれ以外に進みたい

道は見つかりません。特に、内科医だった祖父

の影響が大きく、「能力がある人間は、それを社

会のために還元しなくてはならない。お前には

それができる」と言われたのが強く心に残って

います。ラグビーと医師の両方で、そういう生き

方ができたら、と思っています。

選手のキャリアパスとしては、コーチや教員

になるという選択肢もありますが、そういう指導

者的な立場ではなく、医師としてラグビーに関

わり続けたいと考えています。選手の気持ちも

わかりますし、トップレベルで競技をした経験の

ある人が持つ説得力というのもあると思いま

す。自分にしかできないことをやりたいんです。

筑波大の後輩たちに向けて、是非メッセー

ジを。

筑波大学には、自立できるかどうかが、自分

自身の成長に大きくつながっていく環境があり

ます。だから、何かしらやりたいことを見つけて、

それに向かって一生懸命になることができれ

ば、確実に成長できます。なかなか簡単なこと

ではないかもしれませんが、自分はこれを頑張

ろう、ということを一つでも決めて、大学生活を

過ごして欲しいと思います。

第49回（2014年）、第50回（2015年）の全国大学選手権で
筑波大学ラグビー部準優勝に貢献。情報学群4年次在学中に、
ラグビーワールドカップ2015の日本代表に選出。2016年、
パナソニック ワイルドナイツ加入。同年7月、リオデジャネイロ
オリンピック7人制ラグビー日本代表選出。さらに同年11月には
スーパーラグビー サンウルブズに加入。パナソニック ワイルド
ナイツでのポジションは、ウイング(WTB)。2019年ラグビー
ワールドカップ日本代表候補。

PROFILE ふくおかけんき

1992年　 福岡県生まれ
2016年　 筑波大学情報学群卒業

プロのスポーツ選手として活躍できるのは、ごくわずかな「選ばれし者」。メジャーな

競技ならなおさらです。一方で、引退後のキャリアも設計しなくてはなりません。在学中

からラグビー日本代表選手としてプレーしながらも、医師への夢を諦めず、その両方に

全力で向かっています。

ラグビー選手
パナソニック ワイルドナイツ

2019年男子15人制ラグビー日本代表

福岡堅樹 氏

自分にしかできない
両立の道を進む
自分にしかできない
両立の道を進む



附属学校
めぐり

　初等教育研究会は明治37年に当時の東京高等
師範学校において発足された日本で最も古い研
究会です。初等教育の理論と実際を組織的に研究
しそれを全国に広めていくために二つの取り組み
が始められました。一つは今も続く日本で最も古
い教育雑誌「教育研究」（四月号で1406号）です。

二つ目が大正2年に始まった全国小学校訓導協議
会です。本校が行っている年に二回の公開研究会
はこの流れを組む歴史ある会です。絶えず問われ
る教育課題への具体的な対策を授業の事実を通
して検証していく使命を背負うのは厳しくあります
が遣り甲斐もあります。二月の研究会では全国の
教員から意見をもらう公開研修会としての位置づ
けを、六月は成果を発表する研究発表会として役
割を区別して行っています。まだ参加されたこと
がない先生はぜひ一度足をお運びください。

田中 博史  副校長

理論だけではなく、
授業の事実を通して学ぶ会

筑波大学には11の附属学校があり、それぞれの分野でわが国の教育をリード
しています。各学校のユニークな先生や授業、行事などの活動を紹介します。

先生たちの真剣勝負　ワンランク上の授業を目指して

筑波大学附属小学校 学習公開・初等教育研修会
附属小学校において大正2年から開催されている、小学校教員や初等教育研究者のための研修
会。6月と2月の年２回行われており、毎回、全国から数千人が訪れる。特に2月に実施される会で
は、各教科の公開授業の他、学習指導要領の改訂などの流れを先取りした新しい授業方法を、実
際の授業形式で提案する。自由で活発な議論も行われ、研究校としての附属小の成果発表の機
会であると同時に、教育理論と現場での実践が交流する場にもなっている。

■ステージ上での授業

附属小学校の講堂に、1,000人以上の小

学校教員や教育研究者が集まりました。立ち

見や床に座っている人も大勢います。ステー

ジ上には教室が再現され、５年生のクラスが

席に着きました。ここで行われるのは算数の

提案授業。担当の田中博史先生の号令で、

訪れた人々に元気よく挨拶をして、授業が始

まりました。

今日、学習するのは「割合」です。５色に塗

り分けられた棒グラフのような図を見せて、

「赤は何倍ですか？」と先生が尋ねます。する

と子どもたちから、「何の？」と逆に質問が。基

準が決まらないと比べられないことを確かめま

す。この図には数字や単位は一切書かれて

いませんから、目分量で棒の長さを比べます。

「赤は青の1.2倍。では、青は赤の何倍？」こ

こから議論が始まります。

「0.8倍」という意見が出され、みんな同意

したようですが、なぜそう考えるか、となると不

安げです。隣の席同士で説明しあったり、各

自でノートにまとめてみたりしながら話し合い

を進めるものの、どうもすっきりしない様子。

そのうち、図を書いたり計算式を作って説明

する子どもたちが現れ、議論は盛り上がって

いきます。その中で、1からみた0.2と、1.2か

らみた0.2は違う、ということに気づきます。そ

うやって自分で考えて、基にする量が異なる

と、比べた時の量も変わることを理解するの

です。

■フラットで自由な議論

学習公開・初等教育研修会では、２日間

に渡り校内全体を使って、このような提案

授業が全ての教科について行われます。ど

の会場も満席以上で、それぞれの授業の後

には、授業を実施した教員と参加者との間

でディスカッションが行われます。そこでは校

長も新米もありません。全国からやってき

た、熱意あふれる若い教員たちが、明日の

授業に使えるヒントを求めて、ベテラン教員

に鋭い質問や厳しい指摘を率直に投げか

けてきます。

対話による授業が推奨される一方で、すで

に確立された「型」から逸脱することは避けな

ければならないという、二律背反の状況に悩

んでいる教員も多いのが現状です。田中先

生が提案した授業に対しても、自分のクラス

で同じことはできない、という意見が出されまし

た。確かに、子どもたちに自由に話し合わせる

スタイルの授業は、想定通りに議論が進まな

いなど、運営が難しい局面もありそうです。し

かし、子どもたちはそもそも、自分の考えを話し

たがるもので、それを前提に、教員も臨機応

変に考えることが求められる、と田中先生は

応じます。

また、授業の終わりに明確な結論を出す

方が良いかどうか、についても意見が分か

れました。まとめや解説をせず、次の授業に

向けて、あえて課題を残す授業のやり方は、

教科や単元によって、向き不向きがあるか

もしれません。ただ、今回の算数の授業で

は、終わってからも、何人もの子どもたちが

田中先生のところにやってきて、しきりに議

論の続きをしていましたから、そういった「余

韻」のある授業にも一理あるということで

しょう。

■批評ではなく具体論で

研修会での提案授業は、附属小の教員た

ちにとっては、腕試しの機会でもあります。本

邦初公開であることはもちろん、練習の授業

をすることもできませんから、本番での一発勝

負です。普段から、教科ごとに様々な議論を

重ねていますが、この提案授業については、

事前に他の教員に相談するか、当日まで自分

だけで検討するかはそれぞれに委ねられてい

ます。学校の方針としても、できるだけオリジ

ナルの提案を生かすようにしています。そのか

わり、大勢の前で厳しい意見をもらうことも受

け入れようという姿勢です。

提案授業後のディスカッションは、１対多数

の真剣勝負。ただし、単に批判したり評論す

るのではなく、必ず代案や改善策を提示する、

それがマナーです。ですから、意見を述べる方

も、よくよく考えなくてはなりません。参加者の

多くは、自分の授業を休んで、この研修会に

来ています。この貴重な機会を有意義に、と

いう意気込みで、熱のこもったディスカッショ

ンが繰り広げられます。

■教育を先導していくプライド

研修会は、研究者としての附属小教員の

姿が現れる場でもあります。提案授業は、今

の教育に対して、足りないと考えていることを

補ったり、新しい教材やカリキュラムなどを提

示するもの。それぞれの教員が授業の積み重

ねで培った知見や、日頃から温めてきたアイ

デアが詰め込まれています。それらをこれから

の初等教育に反映させていくというプライド

が、この会のクオリティとステイタスを高めて

います。

理論と実践が一体となった研修会は、研究

校として、日本の教育をリードし、教員全体の

レベルアップの役割も担う附属小にとって、そ

の原動力ともいうべき重要な位置付けにあり

ます。小学校教員なら一度は参加したい、そう

思わせるだけの大きな学びが実感できる２日

間です。

1110



スキーオリエンテーリングは、クロスカントリー

用の板やストックを操って、雪上に設けられた

指定場所を通過しながら、ゴールまでの速さを

競う。コンパスと地図を手がかりに、等高線や

雪道を読み取り、地形と自らの技術を総合的

に判断してルートを決め、進む。自然との関わり

方を問われるスポーツだ。日本ではマイナーだ

が北欧では人気が高く、2019年から冬季ユ

ニバーシアード大会でも採用された。

工学システム学類4年生の佐野響さんは、

その大会に日本代表として出場した。結果は

ミドルで36位と、世界のトップとは差があるも

のの、競技歴はまだ3年目。高校3年生の時、

スキーオリエンテーリングの競技団体が、普及

活動で学校を訪れた際に興味を持ったが、大

学生になるまで競技経験はなく、基礎となるク

ロスカントリースキーも、1年次の冬によちよち

歩いたのが初めてだった。

都内の中高一貫校では、書道部と生物部

に所属した。一見、競技とは無関係に見える

が、生物部では、フィールドワークの一環とし

て、オリエンテーリングを取り入れていた。「地

図を携えて、青梅や高尾の野山を駆け巡り、ア

ナグマの糞や巣、鳥の声、草花などのフィール

ドサインを記録しました」と振り返る。つまり、地

図読みに関しては、6年間みっちり鍛えてきた

ことになる。

理系分野が好きだった佐野さんは、幅広く

学びたいと考え、本学の工学システム学類に

入学した。オリエンテーリング部には、高校時

代からよく知る先輩が所属していたことや、ス

キーオリエンテーリングの選手がいたことから、

入部を決めた。競技団体の人からのアドバイ

スや道具のサポートを受け、他大学にも仲間を

見つけて練習を重ねるうちに、手応えを感じ始

める。2018年には、国内予選を3位で通過し、

エストニア共和国で行われた世界学生選手権

大会に出場。北欧のトップ選手に刺激を受け、

対等に競えるようになりたいと、夏場のトレーニ

ングでは筋力強化やローラースキーで技術向

上に取り組み、冬には毎週、雪上で実践練習

を積んだ。

将来は大学院に進んで、研究職に就きたい

と考えている佐野さんにとって、学業は最優先

事項。北海道で強化合宿の最中でも、試験の

日にはつくばに戻る。それでも、スキーオリエン

テーリングに夢中だし、最も努力していることだ

と言う。

今いる場所から目的地まで、俯瞰して自らを

導く高いナビゲーション能力は、佐野さんの未

来へのコンパスだ。

　レオニッド ザイリオン ディマーノさんは、フィ

リピン大学で化学工学を専攻していた。3年

次のある時、成績優秀者として、大学から留

学が打診され、提示されたのはカナダの大学

と日本の筑波大学。「留学は全く考えていま

せんでした。でもチャンスだと思って、親戚の

住んでいるカナダより、よく知らない日本に行

きたいと思いました」。

　本学の生命環境学際は、卒業要件に必要

な授業すべてを英語で受講できる。言語の障

壁がないとはいえ、全く知らない土地で、異な

る分野を1年次からやり直すことになる。しか

し環境科学は、開発国のフィリピンの未来に

とって、持続可能性の観点から重要な分野。

留学に迷いはなかった。「フィリピンでは学び

方を身につけました。ここでは、学んだことを、

社会にどう生かすかということを学んでいま

す」。

　レオニッドさんは、筑波大で他の留学生と

交流するうちに、自ずと周辺諸国にも関心が

向いた。「筑波大はインターナショナルだと思

います。フィリピンにいた頃は、外国に行くな

んて思いもしませんでした。東南アジアの

国々は似通って見えますが、それぞれの宗教

や民族、発展の道筋は違っていて、

とても興味深いです」。

　2月には、マレーシア工科大学で、

本学学生と現地学生あわせて40人

が、「持続可能な開発目標（SDGs）

の達成」をテーマに議論するプログ

ラムに参加した。６人程度のグルー

プに分かれて、それぞれ、SDGsが掲

げる17のゴールのいずれか1つにつ

いて検討する。レオニッドさんらは、

「安全な水とトイレを世界中に」をテーマに、3

日にわたって、実社会での課題抽出、途上国

と先進国の開発協力例の調査、解決法の提

言を行った。「日本、マレーシア、ベトナム、バ

ングラディッシュといったいろいろな国の人と、

じっくり議論できました。自分の知識では追い

つかない現実や、異なる考え方を知ることでき

たのが何よりの収穫」と語る。

　大学は自ら問いをたて、学びを広げ、深める

場所。そして、世界中から学生が集い、まだ知

らない世界へつながるハブの役割を担ってい

る。レオニッドさんは、本学で、工学から環境科

学に、そしてフィリピンから東南アジアへと関

心を広げた。この関心を役立たせる道を、留

学中に見つけたい。

2019年3月、スキーオリエンテーリングでユニバーシアード（ロシア）、世界選手権大会（スウェーデン）に日本代表選手として出場。書道部にも所属し、「スキーよりも得意」と微笑
む。2017年フットオリエンテーリングU-20強化指定選手。好きな場所は学類控室、試験勉強にちょうどいいから。

フィリピン大学を中退し、2016年10月に生命環境学際に入学。2019年2月にはマレーシア工科大学と本学の交流プログラムに参加し、SDGsに関して東南アジアの学生たちと意見を交換し
た。4月からは仲間と、学内の持続的な環境づくりを推進するサークルを立ち上げる。好きな授業は、他専攻の国際開発に関する科目。異なる視点から途上国開発を考えることができたから。
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が
あ
る
な
ら
、恐
れ
ず
、本
気
で
向

か
っ
て
行
こ
う

後
輩
に
ひ
と
こ
と

留
学
先
で
は
、新
し
い
環
境
で
、初
め
て
の
こ

と
を
ど
ん
ど
ん
吸
収
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ

ん
。そ
の
過
程
で
、自
分
の
成
長
を
必
ず
実
感

で
き
る
は
ず
。た
だ
、「
何
で
も
経
験
だ
」と
欲

張
ら
ず
、努
力
で
き
る
こ
と
、心
躍
る
こ
と
を

見
失
わ
な
い
よ
う
に
過
ご
す
の
が
大
事
だ
と

思
い
ま
す

後
輩
に
ひ
と
こ
と

レオニッド ザイリオン ディマーノ さ ん生命環境学群生物資源学類生命環境学際3年 佐 野  響 さ ん オリエンテーリング部、書道部理工学群工学システム学類4年

ユニバーシアード日本代表の石原湧樹さんと

自らをナビゲートする離れて深まる。アジアへの関心

筑 波 大 生筑 波 大 生
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2月13日～21日、本学にて、国籍や創作ジャ

ンルの異なる学生が、同じアトリエで作品制作

を行う「キャンパス・アーティスト・イン・レジデン

ス・プログラム」が行われました。芸術を通じた

交流と、学生の国際的な活動の出発点となる

ことを目指して、人間総合研究科博士前期課

程芸術専攻が主催し、日本、台湾、アメリカ、フ

ランス、イランの大学から合わせて8人が参加し

ました。

参加者は、「MY CONTEXT」を共通のテー

マに、それぞれの来歴や制作のモチーフを込

めた作品を1週間で仕上げます。食事から画

材の調達まで、裏方で支えるスタッフも学生で

す。芸術系の星美加助教を中心に、学群生と

大学院生８人が、およそ半年間かけて企画し、

運営に携わりました。

初日は、これまでの制作物や各自のモチー

フをプレゼンテーションし、互いの意見を参考

に、プログラム中に制作する作品をイメージしま

した。２日目からの制作では、時おり、作業の手

を止めて互いに作品を見て回り、語り合う場面

も。完成した作品は、20、21日の2日間、学内６

か所に展示されました。また、フランスのエコー

ル・デ・ボザール（国立高等美術学校）から

Phillipe Bennequin教授を招いて、アーティ

スト・トークと講評会が行われました。参加者は

「他のジャンルの制作過程を間近に見ながら

作業するのは刺激的で、これまでとは違う思考

や方法を取り入れることができた」と振り返り、

今後の創作に向けて意欲を新たにしました。

1月17日に、「enPiT筑波大ワークショップ

2018（成果発表会）」が開催されました。

情報学群では、文部科学省「成長分野を支

える情報技術人材の育成拠点の形成（通称：

enPiT）」の助成による教育プロジェクトを実施し

ています。授業の中で、「自分の困りごとをアプリ

で解決する」をテーマに約3か月間、チームでア

プリ開発を行い、チーム運営や開発技術などを

実践的に学んでいます。

2018年度は62人が受講し、今回の成果報

告会では本学12チームの他、九州工業大学、

広島大学のチームが発表しました。写真を撮っ

た瞬間に、写った人に送信する「FaceCafe」

や、会 話 形 式で、考え事の整 理を助ける

「Cog i t o」、空き時間を自動的に把握する

「TasCal」、サッカー選手やボールの位置を可

視化する「サッカーバイザー」など、ユニークなア

プリが紹介されました。

受講生は、チーム運営やアプリケーション開

発の未経験者ばかりでしたが、成果発表会では

全チームともアプリを完成させ、披露しました。当

日は聴講者を含め118人が参加し、会場に入り

きらないほど、大いに賑わいました。

つくばリサイタルシリーズは、クラッシック音楽

界の第一線で活躍する演奏者を招いて実施す

るコンサートシリーズです。音楽会の開催を通じ

て芸術文化を体験的に学ぶことを目的に、2012

年より、人文社会系の江藤光紀准教授の呼び

かけで、毎年、有志学生による実行委員が中心

となって運営しています。

その第7回目「読響ブラス　いま、一番聴きた

い金管五重奏団」が、1月14日につくばカピオで

開催され、読売日本交響楽団金管セクションが

演奏を披露しました。

筑波大学　世界を変えよう基金の支援のも

と、茗渓会や地元企業からの協賛、クラウドファ

ンディングで寄付金を募るなどにより、学生無料、

一般1,000円という低料金を実現し、普段、ク

ラッシック音楽にあまり関心のない学生や市民

開発されたアプリはすべてこちらから体験できます

http://enpit.coins.tsukuba.

ac.jp/tsukubaws2018

enPiTは「ビッグデータ・AI」「セキュリティ」

「組み込みシステム」「ビジネスシステムデザイン」

の情報技術4分野における高度IT人材の育成

を目的に、実践的な教育拠点を形成する、文部

科学省主導の事業です。本学では、プロジェクト

型学習をベースに、プロダクト開発を通じて、

チーム運営や、ユーザのニーズを掘り下げる技

術を学びます。また、ビジネスシステムデザイン分

野で連携する10大学の中核拠点として、教員の

能力開発や教員間のネットワーク構築など、この

カリキュラムを主体的に実施するための指導者

養成についても、積極的に取り組んでいます。

も、気軽に参加できる機会となりました。トップ奏

者らによる演奏に加え、学生の試みがメディアな

どでも注目され、会場いっぱいに観客が訪れまし

た。

当日は、予定された演目の他に、それぞれの楽

器によるソロパートを含む楽曲が4曲も追加される

というサプライズもあり、コアなファンからクラシック初

心者まで、十分楽しめるコンサートになりました。

教　育

enPiT筑波大ワークショップ2018

イベント

つくばリサイタルシリーズ「読響ブラス　いま、一番聴きたい金管五重奏団」

教　育

共同アトリエで作品制作と国際交流
「キャンパス・アーティスト・イン・レジデンス・プログラム」

展示の様子。作品の前で、作家が自分の作品を解説するアーティスト・トークが行われました

Bennequin教授から参加者に
向けて、「心の中から出てきた形
をそのまま作品にして欲しい」、と
メッセージが贈られました



2月2日、山岳科学センター菅平高原実験所

（長野県）にて、自然観察会「氷瀑の大明神の

滝と冬の生き物たち」が開催されました。寒さの

厳しい時期に行なわれるイベントながら、毎年、多

くの参加申し込みのある人気企画です。

ガイドを務めるのは、実験所のボランティアス

タッフである「菅平ナチュラリストの会」のメン

バーです。この会は、2010～2016年にかけて実

験所が開催した「ナチュラリスト養成講座」に参

加し、自然への知識を深めた受講生からなるグ

ループで、現在約20人が登録しています。

観察会当日は晴天に恵まれ、長野県内各地

から、定員を上回る32人が集まりました。最初に、

生命環境系 町田龍一郎教授から、冬の生き

物についての簡単な講義を受けた後、ガイドと

共に野外に出発しました。雪原や自然林内で

は、ノウサギ、リス、テン、キツネの足跡がそこかしこ

に残っていて、それらをじっくりと見たり、樹木につ

いた地衣類をルーペで観察したりしながら進みま

した。そうして１時間ほどかけて実験所敷地の奥

にある大明神の滝に到着すると、ダイナミックな氷

瀑の姿に参加者からは感嘆の声が上がりました。
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電子製品はますます便利になりますが、じゃ

まになるのが電源コードです。そこで期待され

るのがワイヤレス給電。国としても、2030年代

を想定した電波利用戦略として、（電力の）ワ

イヤレス給電の実現を目指しています。

ワイヤレス給電とは、要するに、電気を電波

に変えて発信し、その電波を受信して電気に

戻して使うというもの。近距離低電力でのワイ

ヤレス化、例えばスマートフォン用のワイヤレス

充電器などですでに実用化されています。た

だしこれは、電波を飛ばす方式ではなく、電磁

誘導の原理を用いた方式です。それ以外に

も、家庭やオフィス内なら、Wi-Fi並みに電気

を飛ばすことは、今でも原理的に可能なようで

す。

電波方式だと、長距離のワイヤレス給電が

可能です。送電に用いる電波の周波数を高く

するほど電波の直進性が強くなり、高効率の長

距離送電が可能となります。これを利用するに

は、その電波を受け取って電気に変える装置が

必要です。その装置は、整流回路（Rectifier）

とアンテナ（Antenna）が一体化したもので、両

者 の 名 前 の 一 部 を 取 って 、レクテ ナ

（Rectenna）と呼ばれています。これを使って、

外部から入力された電波を直流電力に直接

変換するのです。

システム情報系の嶋村耕平助教と大学院

生の溝尻征さんは、福井大学との共同研究

で、303GHzという、現状では世界最高の周波

数帯で動作するレクテナ回路を開発し、３ｍの

ワイヤレス給電実験に成功しました。実用化は

まだ先の話ですが、宇宙太陽光発電やドロー

ンへのワイヤレス給電などを目指す上で、この

研究成果は一つの光明となります。

ゴキブリに好感を抱いている人は少ないこ

とでしょう。あのしぶとさと、すばしこさは並大

抵ではありません。そこでよく言われるのが、

「なにしろ3 億 年 前からいる、生きている化

石」だから、という誉め言葉（？）です。3億年

前というのは、恐竜や哺乳類の祖先が出現

する前の石炭紀という時代です。

ところがそれは、ゴキブリに対する過大評

価（！）だとする研究成果が発表されました。

山岳科学センター菅平高原実験所の町田

龍 一 郎 教 授と大 学 院 生の藤 田 麻 里さん

（現 筑波大学社会連携課）は、国際共同研

究グループ「1000種昆虫トランスクリプトー

ム進化プロジェクト－1KITE」の一環として、

生きている66種の昆虫の遺伝子（ゲノム）を

調べ上げ、昆虫類の系統樹を構築しました。

その結果、ゴキブリ類が出現したのはおよそ2

億年前のペルム紀のことで、現在の科が出

そろったのは白亜紀（6600万～1億5000万

年前）になってからだったことが明らかになり

ました。

つまり、3億年前の「ゴキブリ」とされていた

化石は、ゴキブリではなかったのです。ただ

し、恐竜がいた時代の白亜紀には、すでにゴ

キブリがいたわけですから、「 生きている化

石」という称号は残りそうです。

この研究プロジェクトでは、ゴキブリも属す

る、より大きなグループ「多新翅類」の起源

にも迫りました。その祖先が出現したのは、お

よそ4億年前であることがわかり、幼虫、成虫

ともに陸上で生活し、しばしば土壌や落葉、

樹皮下などに潜入する生活をしていたと考え

られます。

ゴキブリの起源は意外と新しかった！

マイクロ波ワイヤレス給電の未来形　

RESEARCH  TOPICS

およそ4億年前にいたと推定される多新翅類の祖先

開発したレクテナの本体（指でつまんでいるもの）
と実験に使用した装置

嶋村耕平助教

受賞・表彰

凍りついた大明神の滝

「モビリティ・アンリミテッド・チャレンジ」で世界TOP５に選出

システム情報工学研究科（博士後期課程）

知能機能システム専攻２年の江口洋丞さん、

グローバル教育院（一貫性博士課程）エンパ

ワーメント情報学プログラム4年次の佐々木海

さんらの開発した、立位状態で走行できる電動

式車いす「Qolo」が、「モビリティ・アンリミテッ

ド・チャレンジ」で、製品化と社会実装を目指す

最終候補５チームのひとつに選ばれました。

「モビリティ・アンリミテッド・チャレンジ」は、下

肢麻痺者がより自由に移動できるための、革新

的な補装具の開発を目指し、トヨタ・モビリティ

基金とNesta（英国国立科学技術芸術基

金）が共同で実施するコンペティションです。世

界28カ国、80チームから寄せられたアイデアを、

下肢麻痺に関する医療や福祉、ロボティクスの

専門家ら11人が審査しました。

今回選ばれた5チームは試作機を開発し、

2020年夏に東京で最終審査の結果が発表

される予定です。試作機開発の費用として、各

チームには50万ドルが授与され、優勝すれば、

さらに製品化に向けて100万ドルが贈られます。

「Qolo」は、実際に交通事故などで下肢が

麻痺している人が、立って移動したり生活するこ

とを支援する、新しい車椅子です。立ったり座っ

たりという、姿勢を変える動作の支援を、モータ

を使わずバネだけで実現し、人と機械が一体と

なって動く先進的な技術が高く評価されました。

江口さんは、ファイナリストに選ばれたことを受

け、「多くの人にとっての新しい靴を発明する機

会を得たような気持ちです。チャレンジを通して、

実験室に留まっていたアイデアが実際の課題を

解決できるようになり、誰かの幸せにつなげること

ができると期待しています。」と述べました。

その他

台湾の書家、杜忠誥氏より書を受贈
本学大学院OBで書家の杜忠誥（とちゅうこ

う）より、本学に作品が寄贈され、このほど、大

学会館ホール ホワイエに展示されました。

杜氏は、修士課程芸術研究科を1990年に

修了し、現在は母国台湾で、著名な書家の一

人として活躍しています。

この作品は『論語』に収められた孔子の言

葉「教え有りて類なし」を、勇壮な古代文字で

表したものです。優れた教育こそが大切であり、

それによって分野に関係なく誰もが大成できる、

という意味で、本学の教育に対する称賛も込め

られています。

社会貢献

自然観察会「氷瀑の大明神の滝と冬の生き物たち」
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イベント

金栗四三が実際に履いた足袋など 嘉納治五郎が当時のIOC会長に宛てた直筆の手紙

持続可能なまちづくりへ「つくばSDGsパートナー講座」
2月24日、サテライトオフィスにて、本学とつく

ば市による「つくばSDGsパートナー講座」

が開催されました。SDGs（2030年までに達

成すべき17の開発や環境に関する国際目

標）について学び、持続可能なまちづくりに取

り組む市民を育成するための講座です。この

日のテーマは、原発事故により海洋汚染の

影響を受けた福島の漁業で、本学人文社

会系の五十嵐泰正准教授が講師を務めま

した。釣りや試食会、安全性試験の体験と

いった、市民向けのイベントや、水産資源の

品質向上をもたらした資源管理型漁業など、

信頼回復への取り組みの事例が紹介され、

真に目指すべき水産業の姿と持続可能性

の大切さについて議論しました。講座が終了

すると参加者には、「つくばSDGsパートナー

認定書」が授与されました。

イベント

折り紙で楽しく異文化交流「ORIGAMI Workshop」
2月8日、スチューデント・コモンズ（学内交流

スペース）にて「ORIGAMI Workshop」が

開催されました。外国人教職員とその家族に

日本文化を紹介し、互いに交流を深めるた

めに、本学の国際交流サポート室は、毎年、

異文化交流会を開催しています。これまで、

華道や茶道、和食講習などのを行ってきまし

たが、今回は、折り紙を使って「ひな祭り」を

紹介しました。元本学職員の丸山千恵子さ

んを講師に、様々な国籍の研究者や学生ら

2 0 人が参 加し、色とりどりの千 代 紙を使っ

て、おひな様などの折り紙にチャレンジしま

した。

参加者からは「日本文化を学ぶことができ

た」「すばらしい体験になった」などの声が

寄せられ、それぞれにできあがった作品を持

ち帰りました。

イベント

嘉納治五郎・金栗四三　特別展

本学の前身、東京高等師範学校の学生

で、日本初のオリンピック選手となった金栗

四三、そして彼を見出し、その後も深くオリン

ピックと関わることとなった嘉納治五郎。日本

のスポーツ教育を切り拓いた、本学ゆかりの

二人を中心に、本学の歴史を振り返る特別

展を学内各所で開催しています。

期間：2019年1月22日～12月25日　※不定休
会場：筑波大学（体育ギャラリー、総合交流会館、

筑波大学ギャラリー、東京キャンパス）、筑波
大学サテライトオフィス・つくば市交流サロン

（BiViつくば）
主催：国立大学法人筑波大学
後援：つくば市
協力：茨城県、熊本県、
　　  （熊本県）玉名市・和水町・南関町、
　　  東京都文京区
お問い合わせ：029-853-2178
※詳細は本学HPをご覧ください

　ダイバーシティ・アクセシビリティ・キャリアセンター（Center for 

Diversity, Accessibility and Career Development：以下、DAC

センター）では、キャリア形成支援、就職支援、障害学生支援、LGBT

などに関する相談窓口をそれぞれ設け、きめ細かい対応をしています。

　支援の一例として、障害のある学生には、個々の障害に合わせた支

援器具の貸出や、ピア・チューター（学習補助者）による修学支援を行っ

ています。また本学は、全国の大学の中で初めて、「LGBT等に関する

筑波大学の基本理念と対応ガイドライン」を策定し、氏名の変更や、性

別情報の取り扱いなどの相談に応じています。

　啓発活動としては、年に一度のイベント「Diversity Awareness 

Week」を開催し、様々な体験を通して、学生・教員・職員の誰もが「ダイ

バーシティ」について、楽しみながら考えるきっかけを得られるような機会

を提供しています。

DACセンターへようこそ

DA Cセンター の 役 割

日本語で「多様性」と訳されることの多いダイバーシティ。本当に重要なのは、性別、
国籍、年齢など「どんな人物なのか」ということに加えて、互いの違いを受け入れ、多様
な個性を最大限に生かすことです。DACセンターは、その推進を担っています。

DDiversity
多様性を
推進

AAccessibility

障害のある学生を
支援

CCareer
キャリア形成を

支援

Diversity Awareness Week 2018
「パラスポーツ/アダプテッド・スポーツの楽しさを知ろう」

相談窓口での様子

人間には生まれ持った可能性が、それぞ

れの「個」に宿されています。特徴がある

「個」が集まって「社会」を形成するわけで

すが、その段階で、本来の「個」が素直なか

たちで認識されなくなることが、ままあります。

それは例えば、性別であったり、肌の色であっ

たりします。DACセンターが目指しているの

は、できる限り素直に「個」として大学生活

をおくれるような支援です。

大学であなたが、本来のあなたであり続け

られるようにしたいと思っています。

センター長　五十嵐 浩也

筑波大学は、性別、国籍、文化の違い、年齢、
障害の有無にかかわらず、人の可能性と多様性を尊重し、
一人ひとりの個性とその能力が発揮できる
共生キャンパスの実現を目指しています。

可能性をひらく
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5 0 0 0 人を超す教 職員がいる本 学 。　　それぞれが切り取るツクバの「 今 」を、8 本のバトンでつなげていきます。

NHK大河ドラマ「いだてんー東京オリムピック噺ー」でスポーツ史考証をしてい

ます。1900年代のはじめの東京高等師範学校は、スポーツ界において世界へ

の玄関口でした。嘉納治五郎校長がIOC委員に就任してから最初のオリンピッ

ク選手が誕生し、IOC会長クー

ベルタンからの手紙は東京高

等師範学校に届き、日本オリン

ピック委員会のオリジンとなる

大日本体育協会は校長室に

作られました。東京高等師範

学校から、多くのオリンピック選

手が輩出されたのです。そこに

は多大な苦労があり、多くの

人々の努力がありました。それ

を乗り越えて、世界のスポーツ

界とつながっていったのです。

その様子が本年の大河ドラマ

で描かれています。乞うご期待！

私は「社会科教育学」を研究しています。学校

の教科「社会」が、私の研究対象になります。

研究は文献研究が中心ですが、研究の一環と

して、小中高の学校教育現場を訪問することも

あります。例えば、筑波大学附属小学校。同校

は年２回（６月と２月）全国より多くの先生を集め

て公開授業研究会を開催していますが、私はこ

こに毎回参加しています。参加のたびに驚かさ

れるのが、子どもの発言です。課題山積の現代

社会、この社会を変えてくれるのは、未来の市

民である子どもたちです。無限の可能性を、みな

さんもぜひ実感してみてください。

NE
XT

次回は、T-ACT推進室の黒田卓哉さんです。
『学生の自律的な学びのために、私は室員として協力
しています』

つくばに住み始めて十数年になります

が、3年前、つくばマラソン［注1］に初参

加しました。これまで本格的にスポーツ

をした事は、小学校のサッカーと中学

校のテニスくらいでしたが、当時の上

司から冗談交じりで誘われた事がきっ

かけとなり参加しました。「完走」を目標

に約1ヵ月間、ランナー専門誌等を見

て練習した結果、無事完走。生まれて

初めて42.195Kmを走った後は、心

身共に不思議な感覚を覚えました。こ

の感覚が忘れられず、昨年も同大会

に参加し、今年はつくば健康マラソン

にも親子で初参加しました。これからも

記録更新の挑戦は続きます。

国際性の日常化！ここを目指した幅広な取

組に、充実した毎日が飛ぶように過ぎてい

きます。そんな中、3年前に我が家に迷い込

んだ、わんことの週末は、私にとって時の流

れを思い出させてくれる、とても大切な時間

になっています。つくばでは、大きく直線的

な道路のすぐ横に、昔からそこにある野道

が田畑や小川にそって気持ちよくのびてい

て、のんびりと道草をしながら歩いていると、

あっという間に３、４時間ということも。どんな

時も前向きで真っ直ぐな眼差しを向けてく

れるわんこと一緒だと、どこまでも歩いて行

けそうな気持になります。

注1.つくばマラソンは茨城県つくば市で毎年11
月下旬の日曜日に開催されるマラソン大会。
主催はつくば市、筑波大学他。附属病院も
医療協力をしている。高低差が少なく、初心
者に優しい大会です。筑波大学周回道路
（スタート）～筑波大学陸上競技場（フィニッ
シュ）日本陸連公認コース。（2019年3月現在）

NE
XT

次回は、病院総務部の小林俊介さんです。
『附属病院を支える次世代職員の筆頭。気付けば7年来の付き合いになる良き先輩で
す。当初「若手会」と銘打って始めた懇親会。そろそろ改名必須ですね』

病院総務部

谷津恵介さん

人間系

唐木清志さん

筆
者
右

筆者左

※所属は2019年3月現在

この風変わりな柱に見覚えはあるでしょうか？実はつくば駅前にある

つくばセンタービルの外壁を飾る柱で、フランスのアルケスナン王立

製塩所（理想都市）という世界遺産からの引用です。今では周囲の

建物に埋もれていますが、つくばセンタービルは磯崎新氏が設計した

ポストモダニズムを代表する建築で、“都市の中心”を暗示する世界

中の建築・都市デザイン要素が所々に隠されています。普段は気にも

止めない方が多いと思いますが、ディズニーランドでのミッキー探しの

ように、つくばセンタービルでの“都市の中心”探しなど如何でしょうか。

つくば市での生活を始めたのは本学へ入学した2003年のことです。

学業も競技も高い水準で実践する本学の体育専門学群で、自身も野

球の道を究めたいと期待に胸を膨らませていました。あれから16年が経

過し、現在は体育系の教員、硬式野球部の顧問として学生たちの指

導にあたっています。硬式野球部の部員数は140名を超えており、そ

の運営に難しさを感じることもありますが、学生たちはそれぞれ高い志を

もって活動しています。そんな彼らの成長を支える仕事に就けたことに

感謝し、自身も学び続けます。

私は本学卒業後の十数年、内科医として臨床と研究をしてい

ます。筑波大学ほど海外派遣のチャンスを与えてくれる環境は

珍しいと思います。最近はスウェーデンの研究機関に行きまし

た。各国の訛りが混じった英語に翻弄されつつも、楽しく過ご

せました。好奇心と情熱、フットワークを活かせば、何とかなるも

のです。記事をご覧になった方が、大学等のプログラムを活か

しつつ御自身の世界を広げてくれることを願います。

つくば市は日本有数のラーメン激戦区と言われるほど、有名なラーメ

ン店が数多くあります。その中でも都内にある店舗では並ばないとな

かなか食べられない青葉や丸長といった超有名店が大学近辺にあり

ますので、是非お試しください。

なお、もうひとつ紹介したいのが

第１エリア学食（１Ａ棟）の醤油

ラーメン（なんと300円）です。シ

ンプルゆえの美味しさが味わえ

ます。また、昨年１Ａ棟の耐震工

事を終え学食もリニューアルしま

した。他エリアの学食は昼どきと

もなると混雑しがちですが、その

ようなこともなく食事ができるお

すすめの穴場です。
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NE
XT

次回は、教育推進部の福富明子さんです。
『2016年度から教育社会連携推進室長を拝命して以来、大
変お世話になっています』

NE
XT

次回は、総務部の横山めいさんです。
『本学の関係するオリンピック・パラリンピック事業について広報を担当
されている関係で連絡を取り合うことが多いです』

NE
XT

次回は人文社会系の島田康行さんです。
『私がAC入試を受験した際の面接官でいらっしゃいま
した。教員となった現在も交流が続いており、光栄です』

NE
XT

次回は、グローバル・コモンズ機構の河瀨真琴さんです。
『とてもお世話になりました。ロンジーを着こなす、ユーモア
たっぷり、とてもハートの大きな先生です』

NE
XT

次回は、医学医療エリア支援室の須藤優子さんです。
『バトンは同僚である彼女に託します。つくばで馬に
乗れるらしい！』

NE
XT

次回は、東京キャンパス事務部の西井麻紀子さんです。
『東京キャンパス事務部学校支援課人事係で勤務していたときの同僚です。
いろいろな場面でピンチになったときに助けてくれた、癒し系の女性です』

システム情報系

渡邉　俊さん

体育系

奈良隆章さん

体育系

真田　久さん

医学医療系

永井　恵さん

人文社会エリア支援室

松坂　崇さん

グローバル・コモンズ機構

鷹巣明美さん



2021年度（2021年4月入学）から、日本の大学の入試制度は大きく変わろうとしています。
これに伴い、筑波大学も新しい入試の仕組みを導入します。
その概要を、4回にわたって紹介します。

筑波大学の入試改革 1

入試の区分

一
般
選
抜

そ
の
他
の
選
抜

前
期
日
程

芸術専門学群

体育専門学群

医学群

情報学群

理工学群

生命環境学群

人間学群

社会・国際学群

人文・文化学群

● 推薦入試
● アドミッションセンター入試
● 国際バカロレア特別入試
● 私費外国人留学生入試
● 留学生特別プログラム入試

後期日程

総合選抜 総合学域群（仮称）

文系

理系Ⅰ

理系Ⅱ

理系Ⅲ

学類・専門学群選抜

etc.

入学後に専門分野を選ぶ「総合選抜」

筑波大学では、細分化した専門領域の枠を

越えて学び、考えることのできる、新たなリベラ

ルアーツ教育を実現するため、2021年度入

試（2021年4月入学）から、一般選抜前期日

程に「総合選抜」を導入します。

大学には多岐にわたる学問領域があり、文

系と理系にまたがるような分野もたくさんありま

す。高校で学んだ教科だけで進路を考えると、

学びの幅を狭めてしまいかねません。入学して

から、それぞれの学問に実際に触れてみて、そ

の後に専門を決める入試、それが「総合選抜」

です。

これまでの筑波大学の入試は、受験時に学

類・専門学群を決める方式でした。新しい入試

は、募集人員全体の約25％に、学類・専門学

群の枠を設けずに選抜する「総合選抜」を導

入し、前期日程は「総合選抜」「学類・専門学

群選抜」の２つの方式で実施します。

総合選抜では、「文系」「理系Ⅰ」「理系Ⅱ」

「理系Ⅲ」という、学群・学類よりも大きな区分

で選抜します。入学後の１年間は、総合学域

群（仮称）として、英語をはじめとする外国語や

情報・体育などの基礎科目のほかに、様々な専

門分野の導入的な科目を選択して学び、１年

次の終わりに、本人の志望と入学後の成績な

どに基づいて、2年次以降に所属する学類・専

門学群が決まります。いずれの区分で入学して

も、体育専門学群を除くすべての学群・学類に

進むことができます。

自分の研究したいことがどの学類にあるの

か、大学で学んだ上で決めたい、また、興味が

たくさんあり、何でも学んでみたい、そのような

人が入学後に様々な専門領域を学修し、幅広

い知識を身につけながら、進みたい道を見つけ

るための入試です。

筑波大学は自らの未来を積極的に切り拓い

ていこうとするみなさんを待っています。

このページは、『IMAGINE THE FUTURE. 未来構想大学講座』で開設された科目「創造学群表現学類～OBOG指導によるクリエイティブ体験講座～」において、受講生が、本学の魅力を表現する
ために制作した作品です。 【小山 莉瑛子（芸術専門学群4年）、泉元 佑香（同3年）、江永 夢叶（同3年）、迫村 桃乃（情報メディア創成学類2年）、庄 隼人（同1年）　所属学年は2019年3月現在】

入学後の所属（１年次）

新しい入試による入学者選抜と入学後の所属
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